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   In the stricken area of a Major earthquake, food supply for a disaster victim is an important subject. However, in the 
food supply in a local goverment, although measures, such as preparation of a stockpile and an agreement, are 
assumed, since the actual detailed amount of food shortage cannot be grasped, examination of a measure is difficult. 
Therefore, the influence of the value chain in food supply is evaluated, and it becomes important to grasp the whole. 
This research considers the seismic influence evaluation in a food factory for a quantitive technique.   
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１．はじめに 
大規模地震時の被災地において、被災者への食料供給
がかのうとなるかが大きな問題となる。東日本大震災に
おいては、津波による沿岸部の壊滅的な被害と同時に道
路、港湾等の食料輸送のルートも甚大な被害が発生し、
調達・配送は困難を極めた。発災 3 日後（3 月 14 日時点）
の被災地への食料の到着は、パン、即席めん、おにぎり、
包装米飯等が 48 万食、飲料水 20 万本となっていた。東
北被災３県での３月 14 日時点での避難所での被災者数が
40 万人であり、食料・飲料水が圧倒的に不足していた。 
東日本大震災以降、自治体では、災害時の食料確保の
ために、各種取組を実施している。特に食料調達の事前
対策では、備蓄や企業等との協定に基づく被災地内外か
らの調達、域内供給拠点における早期復旧などの対策が
進められている。 
しかし、首都直下地震のような大規模地震時には、首
都圏に集中して立地する食品製造現場の被災または原材
料の製造・調達の拠点も大規模な被災による機能低下が
推定される中、避難住民が 700 万人と試算される状況で
の需要が超過することが想定される。それにより深刻な
食品不足が想定される。 
本研究では、大規模震災時の食料需要と供給量（在庫
（流通在庫）、備蓄品、製造量）の関係を明らかにする
ため、食品工場の製造量が被災時にどのような影響を受
けるのかを検討する。そのためには、食品工場の事業停
止リスク評価の手法を検討する。その手法を活用して、
食品共有に関連するバリューチェーンに対象を広げたリ
スク評価の具体化について考察する。 
 
 
２．食品工場の地震時リスク評価 
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図 1 食品工場の評価方法.

.

①自社の製造工程におけるハード、ソフトの両
面のリスク評価項目と、それらに対する対策
状況から被害影響を設定 

②原料調達工程における原材料区分ごとに、リ
スク評価項目を設定し、それらに対する対策
状況から被害影響を設定 

③当該食品製造工場の震度と対策状況から対象
となる商品の生産停止（復旧日数）をを評価 
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表 1 食品製造工場における自社製造工程の評価項目.
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表 2 対策状況と震度に応じた損害率（復旧日数）の例
（表１の 4-2．BCP（事業継続計画））.
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３．評価例 
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表３ モデル食品製造工場における自社製造工程の評価
結果.
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